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2∞510月号広範おおザ

老人医療制度

老人医療受給者の

みなさんへ

1 

λ
院
の
と
き

~ζ九なときは市伎町へ申請をしましょう~

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

(
低
所
得
者
I
お
よ
び
E
)

次
の
表
1
に
あ
る
「
低
所
得
者
I
」

お
よ
び
「
E
」
に
該
当
す
る
人
は
、

入
院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

の
窓
口
に
示
す
こ
と
で
、
負
担
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。
前
も
っ
て
、
お

近
く
の
窓
口
で
認
定
証
を
受
け
取
る

た
め
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

老
人
医
療
受
給
者
証
、
保
険
証

長
期
入
院
の
場
合

入
院
が
卯
日
を
超
え
る
場
合
に

は
、
さ
ら
に
負
担
が
減
額
さ
れ
ま
す

の
で
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い。

2 

自由
額
医
療
費
の
払
い
戻
し

同
じ
月
内
に
、
次
の
表
2
に
あ
る

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

て
支
払

っ
た
と
き
は
、
超
え
た
分
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

持

っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

認
め
印
、
振
込
先
の
わ
か
る
も
の

該
当
者
へ
の
通
知

払
い
戻
し
の
該
当
者
に
は
、
診
療

月
の
約
3
カ
月
後
に
ハ
ガ
キ
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

3 

医
療
保
隙
の
愛
妻

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ

っ
た
と
き
は
、
必
ず
お
近
く
の
窓
口

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
き
て
い
た
だ
く
も
の

新
し
い
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、

認
め
印

入院したときの食事代

一定以上の所得がある人および.
780円

般の人

低所得Eの人
90日までの入院 650円

(市民税非課税世帯) 90日を超える
500円

入院

低所得 Iの 人(市民税非課税世帯で
300円

所得が基準以下の世帯)

表 1

申請・お問合わせはお近くの窓口で

324-2111 (内線165)

352-1111 (内線34)

334-2311 (内線223)

0本庁保険環境課老人保険係

0長浜支所市民福祉課

0肱川支所市民福祉課

70歳以上の人の自己負担額(月額)

----------外({国来人のごと限に計度算額) 入院及び世帯ごとの限度額

一定以上の
40，200円

72.300円

所得がある人
+ 

[(実際にかかった医療費 361，500) x， %l 

自主 12，000円 40，200円

低所
E 24，600円

市民税非課税世帯

市民税非I課税で

8，000円
{尋 15，000円

基準所得以下の世帯

表 2

339-2111 (内線152)0河辺支所市民福祉課
※特定疾病患者は、自己負担額が 1カ月につき 1万円までとなります。
※入院時の食事代や差額ベッド代などは、払い戻しの対象になりません。

老人 1人当たり

適ril.善雄訟 轟番号7 3万 7千円医療費

人口の高齢化や生活習慣病など慢性的な病気の

増加により、高齢者の医療費が増える傾向にあり

ます。みなさんのちょ っとした心がけで医療費の

上昇をおさえることができます。 ご協力をお願い

いたします。

①毎日の健康管理に気をつけましょう

②重複受診はやめましょう

③かかりつけ医をもちましょう

④定期的な健康診断で、病気の

早期発見・治療を心がけましょう

大洲市の老人医療費の状況

項 目 件数 金額

入 院 8.811 27億3，268万円

診 療費 入院外 147.320 25億5，057万円

歯 科 10.018 1億6，400万円

調 斉iJ 27.815 3億5，469万円

訪問看護 125 974万円

療養費(コルセッ ト・柔道整復・
2.060 1，991万円

アンマ・マッサージなど)

A. 言十 196.149 70億3，159万円Eコ

平成16年度

2 -一一一

9，536人月平均老人医療受給者(平成16年度)
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土地月間

開
発
行
為
に
は許

可
が
必
要

開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

に
は
、
都
市
計
画
法
に
よ
っ
て
事
前

に
知
事
等
の
許
可
が
必
要
で
す
。

開
発
行
為
と
は
、
主
と
し
て
建
築

物
や
工
作
物
の
建
設
を
目
的
と
し
て

行
う
土
地
の
造
成
な
ど
を
い
い
ま

す
。

知事の許可が必要な開発行為

都市計画区域内の場合

3.000平方メートル以上の開発行為

都市計画区域外の場合

10.000平方メートル以上の開発行為

一大洲市の場合一

こ
れ
以
外
に
も
、
大
規
模
な
開
発、

林
地
開
発
な
ど
が
あ
り
、
土
地
の
造

成
な
ど
に
は
、
種
々
の
制
約
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
土
木
工
事
事
務
所

E
@
5
1
2
1
 

本
庁
都
市
整
備
課

E
@

2
1
1
1
(内
線
2
4
1
)

大
洲
拠
点
地
区
で
の

開
発
行
為

大
洲
拠
点
地
区
の

一
部
で
は
盛
土

規
制
や
道
路
後
退
の
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

農
地
利
用
以
外
の
目
的
で
行
う
土

地
の
埋
め
立
て
(
盛
土
)
な
ど
や
宅

地
開
発
な
ど
を
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
開
発
区
域
の
面
積
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
市
と
の
協
議
が
必
要
で
す
。

開
発
を
行
う
場
合
に
は
、
所
在
位

置
を
十
分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
治
水
課

E
@

2
1
1
1
(内
線
2
8
7
)

土
地
価
格
の
目
安
と

な
る
地
価
公
示

地
価
公
示
と
は
、
売
買
時
の
目
安

と
す
る
た
め
、
都
市
計
画
区
域
内
で

標
準
的
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る

土
地
(
標
準
地
)
を
選
び
、
そ
の
土

地
の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
は
、
不
動
産
鑑
定

士
が
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合
や
国
、

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
公
用
用
地
な

ど
を
買
う
場
合
の
基
準
と
さ
れ
、
適

正
な
地
価
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
条
件
(形

状
、
道
路
、
駅
か
ら
の
距
離
、
上
下

水
道
な
ど
)
を
標
準
地
と
比
較
す
れ

ば
、
知
り
た
い
土
地
の
お
お
よ
そ
の

価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

県
内
の
地
価
公
示
関
係
書
面

(標

準
地
の
価
格
や
周
辺
の
状
況
な
ど
)

は
市
役
所
企
画
調
整
課
に
す
べ
て
あ

り
、
誰
で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

次
の
事
例
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
必
ず
契
約
後
2
週
間
以
内
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
の
必
要
な
土
地

。
監
視
区
域

知
事
が
期
間
を
定
め
て
指
定
す
る

一
定
面
積
以
上
の
土
地
(
大
洲
市
内

は
該
当
な
し
)

-
そ
の
他
の
区
域

A

市
街
化
区
域

2
千
平
方

M
以
上
の
土
地

(
大
洲
市
内
は
該
当
な
し
)

B

A

を
除
く
都
市
計
画
区
域

5
千
平
方
針
以
上
の
土
地

C

土
地
計
画
区
域
以
外
の
区
域

-
万
平
方
目
以
上
の
土
地

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
企
画
調
整
課

E
@
2
1
1
1
(内
線
5
2
5
)

土地取引の届出を

忘れずlZ!

一一一.3



広範おおず 2∞510月号

災害|こ強いまちづくり

地層諮告@)~~ロ
日本でおきる地震には、大きく分けて次

の2タイプがあり、 地震をひきおこすメカ

ニズムは、まったく異なります。

[海溝 トラフ]細長い深海底の満状のi由形。
;胃潟 両側の斜面が比較的急で、水深が通常6000m以上のもの
トラフ ー海溝に比べて浅く、嬬が広いもの

fプレート境界型(海溝型)地震J
・・・南海地震など

関東大地震 (1923年)や南海地震 (1946

年)に代表される海溝型地震は、沈み込み

に伴うプレートの変形が限界に達し、元に

戻ろうとして急激に運動する際に発生する

地震です。マグニチュー ド8クラスの巨大

地震が多く、 過去何度も大きな被害をもた

らしています。このタイプの地震は、数百

年程度の間隔で繰り返し発生することが分

かっています。

また、比較的震源が浅い海域の地震であ

ることか ら、津波を伴うことが多いのも特

徴です。近い将来に発生が予想されている

東海地震や東南海 ・南海地震も、このタイ

プの地震と考えられています。

県総内"森・沼館断層帯。

穏山1由西絹断周補。

北由利断層僻@

袋井越地西線断層務@

信濃川断層裕@ 骨

糸魚川ー静岡締中部断閣情@

/'" 跡湾川断層⑨

___./  柳ケ淵断層@

生駒断腐@

琵琶湖西岸断腸滑@

花折断層@
岩国断層帯@ 有馬・高槻断層稽@

菊川断層@ 六甲・淡路断1曹帯@

水制断層@ 山知断層@

目奈久断腸@， 
• 

「活断層型(内陸型)地震j
・・・芸予地震など

阪神・淡路大震災(1995年)に代表さ

れる活断層型(内陸型)地震は、内陸にあ

る「活断層jとよばれる地面の裂け目が動

いて起こ ります。「活断層Jとは、約200

万年前から現在までの聞

に繰り返し活動し、将来

も活動することが推定さ

J れる断層のことで、日本

には約2000の活断層があ

るといわれています。

阪神・淡路大震災が起

こる前は、「阪神エリアは

大規模な地震と無縁だろ

うJという過信があ った

といわれますが、この地

震によ って「活断層の活

動による直下型地震は全

国どこにでも起こ りうるJ
という教訓を残しました。

。〆
@十勝平野東緑断庖稽

@折爪断燭

@横手盆地京総断周栴

@北上低地茜繍断層構

⑪新庄・山形盆地西線断層ffl
@長町ー利府線断1M!!!

@双猿断層
@樋島盆j由箇絹断勉術

@会滞盆地函絹断1M!!!

@関谷断周

@立川断層

@飛川断層

@伊艶原断膚

@国府海・松岡神縄断腐帝

@丹郡断層

ー @ 石節崎断調

官錦EP@鈴鹿布引東 側 酬 @富士)11断層帝

49 @ 麓老断層 @阿寺断層帯
別府ー万年山断層帯. 18横路谷断層l!l c¥)伊耳目谷獅閣情

区鹿藍日 回宝ヨ匝園 直面唱 悶 国 悶 四
1923年 9月 1日 関東大地震(関東南部) 7.9 いわ余ゆる焼関失東4大4万震7災oo'o死者・|東行河方不明者14万2000余、 家屋全半壊25万

4000 、 余。関 白岸に津波が襲来した。

1944年12月7日 東南海地震(東，毎底 的 7.9 津死者波が・各行地方を不襲明う者。1223、住家全壊 1万7599、半壊 3万6520、流失3129、

1946年12月21日 南海地震 (南海道沖) 8.0 津死波者が13房30自、 半家島屋か全ら壊九1州万ま1で59の1、官半出壊直2方ム皐3487、流失1451、焼失2598。
総 | 湾岸5.i1ti.或を建つ。

1995年 1月17日 兵庫県南部地震(淡路島) 7.3 
壊阪神・淡路大震災。死者 ・行方不明者6436、負傷者4万3792、イ主家全半
24万9180、火災285件.高速道路や新幹線を含む鉄道線路なども崩築。

• 

No.5 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

4一一一一
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災害lこ強いまちづくり

予想震度の分布図

揺れ・液状化による全建物の全壊率分布図

jえ

津波の到達時刻(分)

出典 ・愛媛県地震被害想定調査

一一一一 5

全壊率(軸)

_ 20-
15-20 
10-15 

_ 5-10 
LJ 0-5 

予想

大洲市内で想定されている地震のうち、最も甚大

な被害が予想されているのが南海地震です。

四国から駿河湾までの太平洋沿岸を含む南海トラ

フでは、史料に記述されている地震として、 1605

年以降、 4回の地震があります。

その発生間隔は92.0年から 147.2年までの範囲に

あり、平均発生(活動)期間は114.0年となってい

ます。最新の発生が1946年12月21日であることか

ら、最新発生からの経過時間は2005年で約58年と

なり、平均発生期間の約半分が経過したこととなり

ます。

また、 1946年の南海地震におけるマグニチュー

ドは、過去の南海地震の平均より小さいと考えられ

ることから、次の南海地震発生までの間隔は、過

去の平均発生間隔114年より短いと推定されていま

す。

政府の地震調査委員会によると、次の南海地震の

発生の可能性は年々高まっており、今後30年以内

の発生確率は、 50%程度、今後50年以内の発生確

率は80%程度、当地方の最大震度は、 6弱と推定

されています。

なお、南海地震の規模は、 M8.4前後になると考

えられており、さらに、津波地震となる可能性も指

摘されています。

南海地震が起こった時の予想震度は左上の図のと

おりです。

当市では、震度 5弱以上となっています。その中

でも、震度 5強の地域が最も多く分布し、肱川流域

沿いの平野部では震度 6弱の地域が点在するように

分布しています。

南海地震のように海底下で地震が発生する場合

は、地震により海底が上下に揺れ、この揺れによっ

て海水も揺れるため、津波が発生することがありま

す。

南海地震に伴う津波の紀伊半島から、四国・九州

にかけての海岸への到着時刻(地震発生後の津波第

l波による::!:5 cmの水位変動を感知する時刻)を左

下の図に示しました。

津波は、外洋ではゆったりとしており、水深の浅

い沿岸に近づくと、水深の浅い津波の先端部にブレ

ーキがかかり、津波の前面に後方部が乗り上げるよ

うな形となって波高が高くなります。また、 V字型

の湾内に津波が入り込んだ場合、両側から圧縮され

るような現象が生じるため、狭い湾の奥になるほど

波高が高くなります。
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何
回
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
に
出
場

・

し
ま
し
た
。

• 

小
野
さ
ん
は
、
小
学
校
1
年
生
か

・

ら
剣
道
を
始
め
、
現
在
は
中
学
生
と

…

し
て
取
得
で
き
る
最
高
段
位
で
あ
る

・

二
段
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

1
日
3

…

時
間
の
稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す

・

が
、
剣
道
の
ほ
か
に
も
サ
ッ
カ
ー
や

…

駅
伝
の
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
し
、
活
躍

・
• 

し
て
い
ま
す
。

-

小
野
さ
ん
は
、
全
国
大
会
に
向
け

・

て
「
今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分

・

に
発
揮
し
て
、

1
勝
す
る
こ
と
で
す
」

…

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

.
 

• 

の
検
証
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
そ

-

の
建
築
物
の
修
理
や
補
強
の
必
要
性

…

判
断
が
合
理
的
に
お
こ
な
え
る
よ
う

・
• 

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
高
い
技
能
が
評

・

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

.
 

• • • • • • • • • • • • 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
司ま
す

第
町
田
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

が、

7
月
幻
日
(
木
)
か
ら
松
山
市
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲

市
立
大
洲
北
中
学
校
3
年
生
、
小
野

沙
也
佳
さ
ん
が
剣
道
個
人
女
子
の
部

で
優
勝
を
果
た
し
、

8
月
刊
日
か
ら

三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成

げ
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会
・
第

穴
淵
械
復
元
工
事
の

施
工
応
対
し
て
要
賞
，
.

大
洲
城
復
元
工
事
に
携
わ
っ
た
欄

間
組
他
8
名
の
者
が
、

7
月
初
日
に

「第
7
回
国
土
技
術
開
発
賞
」
最
優

秀
賞
を
、

8
月
4
日
に
内
閣
総
理
大

臣
表
彰
「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
高
層
の

木
造
天
守
の
本
格
的
な
復
元
の
た
め

に
、
解
明
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き

た
伝
統
工
法
の
原
理
を
明
ら
か
に

し
、
木
造
建
物
に
お
け
る
伝
統
工
法

を
支
え
る
大
工
技
術
の
継
承
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
築
さ
れ
た

現
存
す
る
木
造
建
物
の
構
造
安
全
性

4月から開幕した四国アイランドリーグ愛媛マンダリンパイ

レーツの選手と小 ・中学生との交流会が、 7月26日(火)大;j'i'I球場

で開催されました。

交
流
会
は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン

パ
イ
レ
1
ツ
が
、
県
内
各
地
を
訪

れ
小
中
学
生
ら
と
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
地
元
の
野
球
技
術
の
向
上

と
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の
理

解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日

は
、
市
内
の
日
の
小
学
校
と
8
の

中
学
校
の
野
球
部
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ

l
ム
の
選
手
2
7
3
人
が
参

加
し
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ

l
ツ
か
ら
は
選
手
と
コ

l
チ
お
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
開
会
式
を
終
え

る
と
全
員
で
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ツ

Jd4¥ 

プ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
体
を
ほ
ぐ

し
、
選
手
た
ち
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
や
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
て
の
練
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
守
備
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
、
走

塁
、
バ
ツ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
選
手
や
コ

ー
チ
か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け
、
参

加
し
た
選
手
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で

練
習
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
約
2
時

間
叩
分
の
練
習
の
後
に
は
、
サ
イ
ン

会
や
参
加
者
全
員
で
の
昼
食
と
和
や

か
に
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

今
後
、
大
洲
市
で
も
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
の

公
式
戦
誘
致
を
目
指
し
、
大
洲
球
場

の
ラ
パ

l
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
大
洲
市
か
ら
も

プ
ロ
野
球
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
1
グ
選
手

の
輩
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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広幅おおず 2∞510月号

障害者割引制度

-
障
害
者
割
引
制
度

(
有
料
道
路
通
行
料
金
)
の

手
続
き
に
つ
い
て

・

割
引
の
概
要

…
1

割
引
の
証
明
印
と
有
効
期
限
が

記
載
さ
れ
て
い
る
身
体
障
害
者
手

一

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
(
以
下
「
手

帳
」
と
い
い
ま
す
。
)
を
料
金
所

…

で
提
示
す
る
だ
け
で
割
引
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

…
2

E

T

C
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
時

に
お
け
る
割
引
も
可
能
で
す
。

収
益
金
で
車
椅
子
3
台
を
購

・

手
続
き
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
に

入
し
、
「
大
洲
ま
ち
の
駅

一

つ
い
て

あ
さ
も
や
」
に
贈
呈
す
る
こ

・

E

。

・
a
マ
手
帳
の
提
示
の
み
に
よ
り
割
引
を

と
と
な
り
ま
し
た

・U

受
け
る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
次

大
洲
ま
ち
の
駅
に
は
、
車

の
①
i
④
が
必
要
で
す
。

椅
子
は
l
台
が
整
備
さ
れ
て

・-
①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

い
ま
し
た
が
、
前
年
開
催
さ

れ
た
町
並
博
や
大
洲
城
の
オ

・

申

1
プ
ン
な
ど
に
よ
り
観
光
の

・
②
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
の
自
動

車
検
査
証
(
車
検
証
)

イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
り
、
大
洲

・・
③
運
転
免
許
証

市
へ
の
観
光
客
も
増
加
の
傾

'.
④
以
前
交
付
を
受
け
て
い
る
割
引
証

向
を
見
せ
て
お
り
、
高
齢
者

・

(チ
ケ
ッ
ト
)
の
残
り

や
障
害
者
へ
の
利
便
性
も
考

・い
a
マ
E
T
C
を
利
用
し
て
割
引
を
受
け

慮
し
、
車
椅
子
の
寄
贈
と
な

る
た
め
の
手
続
き
に
は
、
手
帳
の

り
ま
し
た

・

大
洲
ま
ち
の
駅
ヘ
車
椅
子
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

7
月
白
日
(
月
)
、
大
洲
農
業
高
校
食
品
化
学
科
の
生
徒
旧
人
が

大
洲
ま
ち
の
駅
を
訪
れ
、
大
森
市
長
に
車
椅
子
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

障
害
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

引↓一白@包

大
洲
農
業
高
等
学
校
は
、
昨
年
開

催
さ
れ
た
え
ひ
め
町
並
博
2
0
0
4

の
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
事
業
「
ニ
ュ

ー
ウ
ェ

ー
ブ
食
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
、
高
校
生
た
ち
に
よ

る
ア
イ
デ
ア
と
大
洲
の
食
材
を
生
か

し
た
乳
酸
菌
ゼ
リ
ー
や
米
の
粉
パ
ン

な
ど
の
新
し
い
食
品
を
開
発
し
、
手

に
し
た
人
た
ち
か
ら
は
好
評
を
博
し

販
売
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
販
売
に
よ
り
得
た

提
示
の
み
に
よ
っ
て
割
引
を
受
け

る
場
合
の
必
要
書
類
(
前
記
①
1

④
)
の
ほ
か
、
次
の
⑤
・
⑥
が
必

要
で
す
。

⑤
E
T
C
カ
ー
ド
(
原
則
と
し
て
障
害

者
本
人
名
義
の
も
の
に
限
り
ま
す
。)

⑥
登
録
を
希
望
す
る
自
動
車
に
設
置

し
た
車
載
器
の
「
E
T
C
車
載
器

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
申
込
書
・
証
明
書
」

割
引
の
対
象
範
囲

ア
障
害
者
割
引
の
対
象
者
、
対
象

と
な
る
自
動
車
は
次
の
よ
う
な
場

合
で
す
。

O
身
体
障
害
者
が
自
ら
自
動
車
を
運

転
す
る
場
合

O
重
度
の
身
体
障
害
者
ま
た
は
重
度

の
知
的
障
害
者
が
乗
車
し
、
そ
の

移
動
の
た
め
に
本
人
以
外
の
人
が

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合

イ
割
引
を
受
け
る
た
め
に
登
録
で

き
る
の
は
、
対
象
障
害
者
1
人
に

つ
き
1
台
の
み
で
す
。

ウ
車
種
要
件
な
ど
に
よ
り
、
登
録

で
き
な
い
自
動
車
が
あ
り
ま
す
。

※
登
録
で
き
な
い
自
動
車
と
は
、
た

と
え
ば
、
法
人
所
有
車
両
、
レ
ン

タ
カ
ー
、
タ
ク
シ
ー
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
、
車
検
中
の
代
車
な
ど

A-有効
期
限
が
切
れ
て
い
ま
せ
ん

か
?有

効
期
限
の

2
ヶ
月
前
か
ら
更
新

の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
手
続
き
や

必
要
書
類
は
、
上
記
と
同
様
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
手
続
場
所

本
庁
高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
7
9
)

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

E
@
1
1
1
1
 

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

E
@
2
3
4
0
 

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

宮

@

2
1
1
1
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大洲・喜多地域

jL2正tllillE1: 
~見つけよう、あなたを必要としている職場~

・ 参加企業の担当者が面接にあたりますので、ご希 ・

・望の企業と自由に話ができ事業所の内容について聞 :

.くことができます。もちろん、複数企業との面接も

・可能です。ご希望者には、ハローワークによる職業 ・

:相談や雇用能力開発機構による適職診断を行います。 : 

参加費は無料です。求職者の皆さん、企業担当者 .

・と直接話せるこの機会にぜひ、ご参加ください。

:開催日時 11月18日幽

午後2時~午後4時

(受付午後 1 時30分~)

:会 場 リジエール大淵 2階大ホール

(大洲市東大洲)

・対象求職者 ①一般(常用・パート) r 
: ②平成18年3月卒業予定者

(ただし、高等学校卒業以上)

・持参晶 筆記用具、履歴書 ? 
:問い合わせ先 : 

・ 愛媛県地域労使就職支援機構・大洲商工会議所 ・

324-4111 
: 大洲公共職業安定所 324-3191 : 

E~:語~1~ヨ;主主量

年の家フエスティバJL
~きなはいや 1 ドキドキ 儲 験わ ーるど~

広範おおザ 2∞51O月号

お知らせ

地域密着型ビジネス創業講座(九円編)受講者募集
あなたの想いやアイデアで起業しませんか?
地域密着型ビジネスを起こしたい皆さんのお手伝いをするセ

ミナーを開催します。

-J/J.鰻密量聖ビジネスって怠tこ?-
地域や家庭に内在する課題やニーズに対応したビジネスや南予

地域の豊富な農林水産物や良質な自然資源を活用したビジネスな
ど、身近なところにころがっているネタを生かしたビジネスです。

期 間 10月 6 日嗣~11月 10日同毎週木曜日開催
※11月第 1週は4日幽に開催予定です。

時間午後6時30分~午後8時30分
会 場 大 洲 商 工 会 議 所 3階大ホール
定員 30人
受講料無料
内 容 ビジネスシーズの発掘から販路開拓、事業計画書を作成

して事業プランをシミュレーションするなど経営コンサ
ルタントや中小企業診断士などの専門家による講座を予
定しています。

申込方法 住所、氏名、連絡先(電話番号および電子メール ※ 
携帯電話可)生年月日・職業 ・創業したい事業を明記
のうえ、電子メールやファクシミリなどにより 9月30
日幽までにお申し込みください。

申し込み ・問い合わせ先
大洲市商工観光課
324-2111 (内線535)FAX24-0080 
電子メール syoukoukankouka@city.ozu.ehime.jp 

大洲商工会議所 324-4111 FAX23-3774 
電子メール ozucci2@orange.ocn.ne.jp 

第2固

だんだん肱則
~肱川上下流交流会~

国立大洲青年の家では、青年の家フェスティパル「きな

はいや! ドキドキ 体験わーるど」で、科学のおもし

ろさを発見し、スポーツの楽しさを皆さんに体験していた

だきます。今年は、俳句集団いっき組組長夏井いっきさん

との 「句会ライブ」や 「高知高専のおもしろ科学教室jを

計画しています。また、「大洲市科学体験フェスティバルJ
も同時開催されます。

日時 10月15日(土) ※雨天決行
場 所風の博物館風博グランド(大駄馬ふ

れあい広場)
内容 午前9時~

大スポーツによる上下流交流
(上下流の中学生を対象とし、池山隆
寛氏、松山フェニックス千原監督・
コーチ ・選手による野球教室)

午前11時45分~皆さんのお越しをお待ちしています。

開催日

場所

内容

その他

324-5175 

大池山隆寛さんと語ろう
元プロ野球ヤクルトスワ ローズ内野
手を囲んでの交流

午後 1時~
大肱川上下流文化交流会
流域で受け継いできた貴重な文化財
の太鼓や神楽が共演・食文化交流

主催 ・問い合わせ先
肱川流域会議水中めがね

(325 -2773) 

至d… 附 多

十
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広報おおず 2∞510月号

あ知らぜ

大
洲
市
木
造
住
宅
耐
震
事
業

に
つ
い
て

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施

大
洲
市
で
は
、
地
震
に
対
す
る
住

宅
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

「
大
洲
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
」
を
策
定
し
、
該
当

す
る
住
宅
の
耐
震
診
断
に
対
し
て
、

補
助
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

本
事
業
は
、
昭
和
同
年

5
月
白
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た

l
戸
建
の
住
宅

を
、
建
物
所
有
者
が
愛
媛
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
木
造
住
宅
に
対
す
る
安
全
性
を

評
価
す
る
事
業
に
対
し
、

一
定
限
度

の
補
助
を
行
う
も
の
で
す
。

補
助
対
象
者

補
助
の
対
象
と
な
る
者
(
以
下
「
補

助
対
象
者
」
)
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
要
件
に
該
当
す
る
住
宅
を
所
有

し
、
当
該
住
宅
の
耐
震
診
断
を
木
造

住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
(
愛
媛
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
事
務
所
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
建
築
事
務
所
)
に
委

託
す
る
者
と
し
ま
す
。

要
件ω

昭
和
田
年
5
月
白
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
1
戸
建
の
住
宅
で
あ
る
も
の
。

凶
当
該
住
宅
の
構
造
が
、
次
に
掲

げ
る
工
法
以
外
の
木
造
で
あ
る
こ
と
。

ア

伝

統

構

法

イ

枠

組

み

壁

工

法

ウ

丸

太

組

工

法

エ

認

定

工

法

同
地
上
階
数
が

2
以
下
で
延
べ
面

積
が

5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の
。

た大やた同サに ~一一一一一-7事~!7Y，E~;圃 j 問 ごやがそ 2な金洲は 申耐 度の 補
。喜保ちの lお 今 川 邸 dWNU:宮本 い 持外分の階お申市、補 込震 額 2耐 助
び護はプクい回 fa盤齢 、時五j @庁 合 参観か町、込木耐助 方診 と 以震 金
を者ポ 1ルては 組幽圃~ Ij，，'¥I伝説 2建 わ く写る合口事書造震金 法断 し内診 の
しか 小 ル の も 、 個圃蹴ih ?iムト輔弼 ~ 1築 せ だ真もは、前を往診を 実 まの断 額
てら着遊メ開隣 ・・置法 rMm ijl住 先 さ 、 の 与に提宅町受 施 す額に
はか愛びン催接 l 可・酪SF11沌竿剥 ~ 1宅 い概 建ヂ建出耐 Lけ 予 。と要
しけにでパさす 一 司・.~'\\:、電通魁 : ""'課 。略釜物語築し震着ょ 定 しす
やてなし|れる 1 璽区月~~~謝 : 内建 平自の談住て診手千 棟 、る
いもりたもて 三 l aFdJF曹ii線築 面簿建く宅く断すつ 数 2費
で らス 。加い善 I í~切"t1 ( f( 司1 : 2 係 図謄築門戸事ると 万用
通う夕子わる連 l IS;Z41戸時 ミ 高 ~ 7 な本年さ(ぎ業前す 円の

ま水 ツど り 育 絡 ヌ沼醤.十 t 1 ;l と等月ぃ本ぃ補にる 20 を 3
しにフも合児所 f戸._.~...:- ~ : '-' を)日 。庁 。助大人 棟 限分

現
在
、
月
一
回
八
多
喜
地
区
で
開

催
さ
れ
て
い
る
育
児
サ
ー
ク
ル
「
は

た
き

つ
子
集
ま
れ
」
に
は
八
多
喜
地

区
在
住
の
親
子

5
1印
組
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
、
保
育
士
、

歯
科
衛
生
士
、
運
動
指
導
士
、
地
元
の

民
生
児
童
委
員
な
ど
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
幼
児
の
す
こ
や
か
な
健
康
づ

く
り
や
保
護
者
同
士
の
育
児
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

育
児
の
不
安
を
解
消
し
た
り
、
近
所

に
い
る
同
世
代
の
友
だ
ち
を
つ
く
る

こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

秋
の
夜
長
を
迎
え
、
軽
い
運
動
で

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
そ
う
と
ウ
オ

l
キ
ン
グ
を
楽
し
む
人
を
見
か
け
ま

す
。
薄
暗
い
歩
道
を
そ
の
ま
ま
の
服

装
で
歩
く
の
は
危
険
で
す
。

自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
運
転
す

る
人
た
ち
に
い
ち
早
く
「
自
ら
の
存

在
」
を
知
ら
せ
る
た
め
に
反
射
材
の

つ
い
た
衣
服
や
タ
ス
キ
を
身
に
つ

け
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
洲
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
無
料

で
反
射
タ
ス
キ
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。行政に関する相談

10月1ワ白から23日は紋の行政相談週間

総務大臣から委嘱された行政相談委員が、下記のと

おり行政相談所を開設します。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
庁
総
務
課

を
は
じ
め
市
内
の
各
支
所
、
公
民
館
、

自
治
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
地
域
安
全
係

E
@
2
1
1
1
(内
線
3
2
2
)

道路、交通安全、登記、郵便、消費生活、

社会福祉、公害、行政サービス改善に関す

る意見・要望など

一一- 9

大洲地区 長浜地区 肱川地区 河辺地区

10月21日幽 10月28日幽 10月5日附 10月11日伏)
日 時 午前 9時~ 午前 9時~ 午後 l時半~ 午前10時~

正午 午後3時 午後4時半 正午

場所
本庁 長浜体育館 肱川公民館 河辺老人福

3階会議室 和室 2階青年室 祉センター

相談員
山本敏和

山下 一仁 角田和三 松本恵子
辻 陽子

大相談例



広絹おおず

大)~II~ジュニアトライアスロン大会

2∞610月号

トライアスロン夫会
~カヰ全

第
日
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
大
会
が
7
月
M
日
(
日
)
、
肱

川
緑
地
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
9
時
叩
分
の
開
会
式

に
は
、
緑
地
公
園
テ
ン
ト
前
に
選
手

1
4
7
人
と
大
会
役
員
印
人
が
集
合

し
、
菅
田
小
学
校
か
ら
小
学
生
駅
伝

の
部
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
一
口
甲
氷
こ
の

み
さ
ん
と
上
本
優
香
さ
ん
が
元
気
よ

く
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
引
き
続
い
て
午
前
印
時

か
ら
は
、
大
森
市
長
が
中
・
高
校
生

部
門
の
ス
イ
ム
開
始
を
告
げ
る
ピ
ス

ト
ル
の
号
砲
を
響
か
せ
る
と
、
肱
川

の
中
に
設
け
ら
れ
た
ス
タ
ー
ト
地
点

で
待
機
す
る
選
手
た
ち
が
、

一
斉
に

水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
ス
イ
ム
を
始
め

ま
し
た
。
泳
、
ぎ
終
わ
っ
た
選
手
た
ち

は
、
息
つ
く
暇
も
な
く
肱
川
緑
地
公

園
へ
駆
け
上
が
り
、
勢
い
よ
く
自
転

車
に
ま
た
が
り
、

-
周
2
M
の
コ
ー

ス
を
周
回
す
る
バ
イ
ク
競
技
で
ス
ピ

ー
ド
を
競
い
ま
し
た
。

最
後
の
競
技
は
、
ラ
ン
で
す
。
気

温
も
上
昇
し
、
初
℃
を
超
え
る
灼
熱

の
太
陽
の
下
で
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け

る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
途
中
で
ス
タ
ッ

フ
か
ら
水
を
掛
け
て
も
ら

っ
た
り
、

給
水
を
と
り
な
が
ら
全
力
で
レ

l
ス

に
臨
み
、
最
後
の
力
を
振
り
絞

っ
て

い
ま
し
た
。

ゴ
1
ル
地
点
で
は
、
大
き
く

右
腕
を
上
げ
て
ゴ

l
ル
テ

l
プ

を
切
る
選
手
や

3
人
が
手
を
つ

な
い
で
仲
よ
く
ゴ
ー
ル
イ
ン
す

る
な
ど
、
選
手
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
に
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
し

た

大洲ジュニアトライアスロン大会結果
局校生 中 学 生 学 生

音名門E 
男子 !lR イ云 女 男子 !lR イ云

小学 6年 小学 5年 小学 4年 小 学 3年

子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 男子

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
成績31211 3 2 1 13 211 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 

位 イ立 イ立 イ立 イ立 位 イ立 イ立 イ立 イ立 イ立 位 イ立 イ立 イ立 {立 イ立 イ立 イ立 イ立 イ立 位 {立 イ立 位 位 イ立 イ立イ立 イ立 イ立 イ立イ立 位

t百
井出 佐賀 上窪 松本 神

宮内 難波 君晶t 久保
山

福岡
τ岡に土コご

松岡 神野 野中 岡 入舟
;也

上井 漬
森野 佐伯

片
影j甫 北内 水本 木内

雄野林日
〉家青 上

野 菊j也
黒 本山 好

奥 上
佐藤

中
堀部

矢
資逸 演j甫内 田 下 田 回 西

岡あ
田 回 田 田 野

氏名lま

裕史 洋平 膏也日啓太 健人 大地 太朔 人尚 の 勇 寛也 直也 隼人 泰史 龍成 博彰 允真
イ妻

敬亮 裕也
す

佳実 緒夏 希?少 樹杏 実愛 基倫
航

杏奈 希紗 利央 優介
大

優太 宏貴 広輝 籾平
章 朔1遵 力、 人 諒 平 力、 竣 敦 大 諭 平 i可

大 大 〆ー会ァ、 大 中公 大 松 イ戸 イ罪 イヲヨ 大 大 大 大 大 千 大 徳 li(l; =に土コ士 大
E居?市E兵Ji 

大 大 大
で{辛島市「口

島 ヰ公 liff 
宇辛島市口

才公 大 大 中公
住所洲 )J~I ごFi口A 洲 山 洲 山 方 方 方 洲 卦H 洲 阪 淵1葉 洲 島 吉日 回 洲 洲 洲 洲 根 山 音E 山 洲 洲 前

市 市 市 市 市 市 市 田丁 田7町 市 市 市 府 市 県 市 県 町 町 市 市 市 市 県 市 田丁 市 市 市 町

43 42 38 45 40 38 42 43 41 41 27 26 24 28 24 24 27 26 25 31 29 28 27 27 26 29 28 27 27 27 26 32 30 29 
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分。。 02 。。 12 31 31 48 52 57 27 19 58 37 17 43 12 01 51 11 02 。。 12 58 55 06 14 31 37 15 13 34 29 02 34 
秒 素性、手量、 手少 秒 秒 秒 手少 秒 秒 秒 秒 秒 宇品、 秒、秒 手品、秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 秒 車排 秒 寺b秒、 秒 秒 秒、 秒

10一一一一
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広崎おおぜ 2∞510月号

ながはま赤橋夏まつり

稲
『
六
湘
市
』
誕
生
認
怠

な
が
は
ま
赤
橋
裏
ま
つ
り

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が

8
月
6
日
(
土
)
、
長
浜
赤
橋
広
場
ほ

か
で
開
催
さ
れ
、

5
千
人
の
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

午
前
9
時
半
か
ら
ふ
れ
あ
い
会
館

で
開
催
さ
れ
た
「
第
9
固
な
が
は
ま

赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会
」
を
皮
切

り
に
環
境
緑
地
や
長
浜
赤
橋
広
場
な

ど
で
町
内
は

1
日
中
、
お
祭
り
ム
ー

ド
で
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

午
前
、
長
浜
赤
橋
広
場
で
開
催
さ

れ
た

4
人
制
ビ

l
チ
バ
レ

l
大
会
に

は
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た

7
チ
ー

ム
が
砂
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
優
勝
を
果

た
し
た
の
は
地
元
、
長
浜
町
か
ら
参

加
し
た
「
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
」
で
し
た
。

午
後
は
、
肱
川
河
口
で
開
催
さ
れ

た
水
着
撮
影
会
に
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ

ラ
マ
ン
約
1
0
0
人
が
集
い
、
女
性

の
プ
ロ
モ
デ
ル
を
前
に
思
い
思
い
の

ア
ン
グ
ル
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー

を
き

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー

レ
l
ダ
ビ

ッ
ト
ソ
ン
愛
好
家
が
環
境

緑
地
に
集
合
し
て
開
催
さ
れ
た
マ
イ

ル
ハ
イ
・
ロ
ン
グ
ビ

l
チ
は
、
全
国

の
各
地
か
ら

6
6
7
台
の
個
性
的
な

ハ
l
レ

l
が
勢
揃
い
し
、
公
園
内
の

特
設
コ

l
ス
で
は
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
ス
ピ
ー
ド
を
競

い
合

っ
て
い
ま
し
た
。

夕
暮
れ
が
迫
る
午
後
6
時
、
本
町

商
庖
街
か
ら
広
場
ま
で
練
り
歩
く

「
踊
り
大
会
」
で
夜
の
部
が
始
ま
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
団
体
は
浴
衣
や

そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包

み
、
長
浜
音
頭
に
あ
わ
せ
て
踊
り
を

披
露
し
て
い
ま
し
た
。

開
会
行
事
が
長
浜
赤
橋
広
場
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
、
本
格
的

な
夜
の
部
が
始
ま
り
ま
し
た
。
餅
ま

き
・
宝
ま
き
、
長
浜
中
学
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
演
奏
、
櫛
生
小
学
校
の

児
童
の
豊
年
踊
り
な
ど
来
場
し
た
人

た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。
午
後
9
時

か
ら
は
、
長
浜
赤
橋
の
た
も
と
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
で
祭
り
の
フ

ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

一ι 一一一 一一一 一 一一一一 一 一一一・・・・・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

白巴øm~ G5~02ッt]C)~

)11頁位 チーム名 タイム

にいしおA 2 : 55.92 

2 予子林オールドの子分達 2 : 56.63 

3 大洲カヌー同好会 2 : 57.32 

4 怒涛会A 2 : 57.98 

5 漕友会 3 : 07.55 

6 ワールドステージ 3 : 10.75 

7 シーガル 3 : 11.84 

8 大洲市森林組合環境整備隊 3 : 11.91 

9 江戸岡おやじ会の会カミナリ組 3 : 13.07 

10 暴走列車[54年会は止まりやーせんのじゃl3 : 15.67 

女性 1位 シーガルレディース 3 : 53.60 

女性2位 なんぞ、んPowers 3 : 54.28 

上鹿野川Aチーム 3 : 28.39 

飛び貰
愛媛さんには愛があるり 3 : 45.60 

ドッカーンズ 4 : 11.03 

ひまわり娘! ! ? ? ? 5 : 07.43 

ブービー トリコ 5 : 32.10 

平
成
7
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

こ
の
大
会
は
、
今
年
で
印
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
参
加
人
数
も
日
チ

l
ム

5
3
0
人
と
昨
年
に
比
べ
、
日
チ
ー

ム
1
1
0
人
と
参
加
者
も
増
え
て
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ド
ラ
ゃ
コ
ン
ポ
ー
ト
は
、
漕
ぎ
手
8

人
、
舵
取
り

1
人
、
太
鼓
を
た
た
く

伴
奏
1
人
の
計
印
人
で
チ

l
ム
編
成

を
し
ま
す
が
、
チ
ー
ム
に
は
必
ず
女

性

1
人
を
含
め
る
こ
と
と
な

っ
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
呼
吸

を
合
わ
せ
な
が
ら
往
復
4
5
0
m
の

コ
1
ス
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

予
選
は
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
方
式

で
2
回
レ

l
ス
に
挑
み
、
上
位
の
記
録

で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
上
位

4
チ

ー
ム
は
決
定
レ

l
ス
の
出
場
権
が
与

え
ら
れ
、
最
終
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

選
手
た
ち
は
鹿
野
川
湖
の
美
し
い

景
色
の
中
で
上
位
を
目
指
し
、

一
同

に
呼
吸
を
あ
わ
せ
な
が
ら
漕
い
で
い

ま
し
た
。

ドラゴンボート大会結果

合
併
し
て
初
め
て
の
大
会
と
な
る

今
回
は
、
大
森
市
長
も
大
洲
市
議
会

チ

l
ム
の
舵
取
り
役
と
し
て
出
場

し
、
慣
れ
な
い
舵
取
り
に
苦
労
し
な

が
ら
ド
ラ
ゴ
ン
ボ

l
ト
の
楽
し
さ
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一一一一 11



広帽おおぜ

力ヌーツーリング駅伝大会

2∞510月号

肱111を舞台に親いレ~~
第16回大洲市カヌーツーリング駅伝大会が 8月21日旧)、肱川流

域の大成橋から城山下までの 5区間15.3kmで開催されました。

大

会

当

日

は
、
時
折
降
り

し

き

る

雨

の

中
、
県
内
外
各

地

か

ら

参

加

引

チ

1

ム
の

2
2
2
人
が
大

会
に
挑
み
ま
し

た
。
開
会
式
で

大

森

市

長

は

「
今
朝
ま
で
降

り
続
い
て
い
た

雨
も
上
が
り
、

無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
日

は
、
事
故
の
な

い
よ
う
に
十
分

気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
日
頃

の
鍛
錬
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

第16回大洲市カヌーツーリング駅伝大会成績一覧表

(41チーム :222名)

【経験者部門】(6チーム:32名)Aクラス

l順イ立 チ ム 名 記録

1 流の会A 1 : 41 : 41 

2 大洲カヌー同好会A 1 : 42 : 27 

3 松 山市カヌー協会 1 : 44 : 30 

4 大洲郵便局カヌークフブ 1 : 45 : 49 

5 流の会B 1 : 50 : 41 

6 カヤッタ 1 : 50 : 42 

)11頁イ立 チ ム 名 記録

1 Wa  t e r Riders 1 : 46 : 42 

2 MMP-rザイナーズ 1 : 47 : 13 

3 普請船隊サカレンジャーV 1 : 48 : 32 

4 MO-SENGOKEII 1 : 49 : 42 

5 久米水軍 1 : 49 : 57 

6 こでっちゃん 1 1 : 50 : 23 

7 菅田公民館A 1 ・51: 58 

8 谷本 1号 1 : 52 : 58 

9 菅田公民館B 1 : 53 : 30 

10 重信川 エコリーダー 1 : 55 : 12 

11 こでっちゃん 3 1 : 55 : 18 

12 E王appy Frog  1 : 55 : 35 

13 水中めがね 1 : 55 : 46 

14 谷本 2号 1 : 57 : 09 

15 大洲カヌー同好会B 1 : 57・39

16 かな2 1 : 58 : 44 

17 菅田公民館C 1 : 59 : 30 

18 こでっちゃん 2 2 : 00 : 30 

19 かわベサブマリン 2 : 05 : 09 

20 字和島市吉田支所カヌー同好会!? 2 : 08 : 49 

21 もく'り人ノ 2 : 14: 27 

22 エルー ヨ 2 : 17 : 46 

23 ヤッビーズ 2 : 30 : 14 

【一般部門】(23チーム :128名)Bクラス

た。
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ
た
大
成
橋

の
下
に
は
、
カ
ヌ
ー
が
一
列
に
並
べ

ら
れ
大
森
市
長
の
号
砲
で
選
手
た
ち

は
一
斉
に
漕
艇
に
乗
り
込
み
、
勢
い

よ
く
漕
ぎ
出
す
と
水
の
流
れ
を
う
ま

く
つ
か
み
な
が
ら
川
を
下
っ
て
い
き

ま
し
た
。

担
当
区
間
を
漕
ぎ
終
え
た
選
手
た

ち
は
、
息
も
絶
え
な
が
ら
次
の
選
手

に
交
代
し
漕
艇
を
押
出
し
て
い
ま
し

た。
大
会
結
果
は
、

A
ク
ラ
ス
(
経
験

者
部
門
)
で

「流
(
み
ず
)
の
会
A
」

が
昨
年
に
引
き
続
き
二
連
覇
、

B
ク

ラ
ス
(
一
般
部
門
)
で
「

w
a
t
e

r
R
i
d
e
r
s
(ウ
ォ
ー
タ
ー

ラ
イ
ダ
1
ズ)」、

C
ク
ラ
ス
(
中
学

生
部
門
)
で
「
見
せ
つ
け
ろ
南
中

マ
ッ
カ
」
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ス
(
女

性
部
門
)
で
「
P
U
C
C
H
I
A

N
G
E
L
S
(プ
ツ
チ
エ
ン
ジ
ェ
ル

ス
こ
が
初
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

【中学生部門】(8チーム:42名)

)11頁イ立 チ ム 名 記録

見せつけろ 南中マッカ 1 : 50 : 36 

2 Nantyu B lue 1 : 51 : 08 

3 優れ!南中! ! 1 : 51 : 36 

4 南中平成の木 1 : 52 : 17 

5 Y. S. P 1 : 55 : 43 

6 南中野球部 1 : 56 : 46 

7 ちびっ子軍団ず 2 : 00 : 51 

8 南ハチミツヂイモンズ 2 : 02 : 49 

Cクラス

12一一一

レディースクラス【女性部門】 (4チーム:20名)

順位| チーム名 |記録

1 I P U C C H 1 AN  G E L S 1 : 51 : 26 
2 |カヤッタ姫君A 1 : 53 : 24 

3 1カヤッタ姫君B 1 : 58 : 14 
4 IT e am女 eC 0 g i r 1 s I 2: 28 : 42 企レテeイースクラスで初優勝したPUCCHIANGELS (プッチエンジェルス)



広報おおず 2∞510月号

緑の募金実績報告

大淵警察署からのお知らせ

~全国地域安全運動~
【 10月 11 日~ 10月20日】

警察では、 地域の皆さんと一体となっ

て安全で住みよい地域社会をつくるた

め、全国一斉に犯罪や事故・災害を未然

に防止する「地域安全運動」を展開します。

大洲市で集められだ平成17年度の募金額は、

261万2，3ワO円でしだ。

防犯の基本的な心構えは、自分自身で

身を守るという強い意志と姿勢です。

最近大洲警察署管内では、車上ねらい

や自動車盗の被害が多発しています。

平成17年度緑の募金実績

募金の種類 金 額

家庭 募 金 2，154，449 
街頭募金 54，262 
職場募金 203，481 
企業募金 29，419 
学校募金 167.589 
その 他 募金 3，170 

合計 2，612，370 

会大切な財産を守るために

し

よ

二

し

三

ま

し
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ま

釦

μ
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ひ

[
下

一
J

角

凱

J
」

Hfι

死

き

川

、
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が
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問
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に
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問い合わせ先

大洲警察署 s25-11l1 

ヤングテレフォン(青少年の悩み相談)

s25-4976 

0緑の募金

市民の皆さんからお寄せいただいた「緑の募金Jは、 財団法人

愛媛の森林基金へ納められ、森林整備・緑化推進活動のために活

用されています。

0緑化の推進

市では、この募金による基金からの還元金をもとに、地域の緑

化活動に取り組んでいます。公園・街路・社会福祉施設の環境美

化や整備などを行う際に、サクラやツツジなどの苗木を配布して

います。

苗木は、地域コミュニティー活動の一環として、植栽や手入れ

などの維持管理をしていただくことを条件に希望する地区(公民

館)に予算の範囲内で配布しています。

0問い合わせ先

大洲市森林と緑の推進協議会(本庁農林水産課内)

s24-21l1 (内線228)

もりぼん

A大川・ 森本集会所 (サザンカ植栽)
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大
洲
発
祥
の
神
伝
流
泳
法
⑨

明
治
三
年
大
洲
中
村
の
山
根
地
三
十
九
年
八
月
三
十
一
日
没
行
年

ま

さ

き

あ

た

ら

し

あ

あ

区
に
生
ま
れ
た
大
明
満
前
先
生
の
五
十
四
才
。

【
新
家
記
】
「
鳴
呼
恩

「大
洲
の
水
泳
に
就
い
て
余
が
記
師
新
先
生
」
中
野
徳
太
郎
の
弔
辞

臆
」
に
よ
る
と
、
「
一
、
余
が
幼
年
の
中
に

7
・
・
朝
に
道
を
説
き
タ

時
代
に
は
祖
母
が
必
ず
握
り
飯
を
に
理
を
講
じ
、

一
道
の
光
明
と
な
り

こ
し
ら
へ
そ
れ
を
や
い
て
焼
き
飯
て
教
ヘ
子
を
文
の
林
の
奥
深
く
導
か

し
た
た
る

と
し
、
紙
よ
り
に
て
作
り
た
る
あ
せ
給
ひ
、
夏
来
れ
ば
緑
滴
肱
川

み
ぶ
く
ろ
に
入
れ
て
呉
れ
ま
し
た
。
に
水
泳
ぐ
わ
ざ
を
説
き
給
ひ
ぬ
。
」

ふ
ん
ど
し

そ
し
て
三
尺
手
拭
を

【揮
に
】
用

〔

旧
制
大
洲
中
学
「
予
章
」

2
号
】

い
ま
し
た
。
青
年
の
人
は
皆
白
木
一
方
、
松
山
で
は
、
明
治
二
年

綿
の
揮
で
し
た
。
岩
の
上
に
白
揮
六
月
版
籍
奉
還
後
の
制
度
改
革
に

の
群
が
立
っ
て
居
っ
た
の
は
今
で
よ
っ
て
、
松
山
神
伝
流
第
三
代
師

見
え
る
や
う
に
思
ひ
勇
ま
し
い
感
範
伊
東
祐
順
は
明
治
三
年
に
退
職
、

じ

で

あ

っ

た

。

松

山
を
去
っ
た
。

一
、
明
治
に
な
っ
て
も
当
方
は
旧

藩
(
知
事
)
命
に
よ
っ
て
正
岡

習
慣
で
旧
士
族
の
子
弟
は
城
山
下
景
幸
が
竹
田
博
文
等
と
共
に
水
泳

に
て
泳
ぎ
、
町
家
の
子
弟
は
臥
龍
教
師
と
な
っ
た
が
、
明
治
四
年
廃

測
に
て
泳
、
ぐ
、
中
村
の
町
家
は
八
藩
に
伴
い
水
泳
場
は
廃
止
さ
れ
た
。

幡
川
原

で

泳

、

ぐ

。

」

し

か

し

置

県

の

際

、

県

命

に

よ

り

大
月
先
生
は
蓑
島
家
の
姻
族
で
水
泳
教
範
に
就
任
す
る
が
翌
五
年

あ
る
。
小
学
校
時
代
に
学
校
か
ら
に
は
廃
免
さ
れ
、
以
来
明
治
十
四

引
率
さ
れ
て
泳
、
ぎ
に
行
っ
た
記
憶
年
ま
で
水
泳
場
は
中
絶
し
た
。

は
な
い
由
。
先
生
は
明
治
四
十
年

旧
藩
主
に
知
遇
を
得
て
い
た
竹

大
洲
小
校
長
と
し
て
旧
油
屋
下
に
田
博
文
の
呼
び
か
け
で
、
正
岡
景

水
泳
場
を
開
い
た
が
、
こ
の
年
に
幸
、
村
上
正
義
、
余
田
信
範
、
二

県
外
へ
転
職
し
た
。

【紋
羽
文
庫
】

宮
重
義
等
十
五
名
の
有
志
の
活
動

こ
れ
よ
り
先
、
新
直
塞
は
県
外
の
結
果
、
明
治
十
四
年
七
月
、
お

で
教
員
を
勤
め
て
い
た
が
、
中
村
囲
い
池
の
使
用
権
、
周
辺
地
の
購

の
戸
長
(
村
長
)
の
要
請
に
よ
り
、
入
、
建
物
や
備
品
の
整
備
を
終
え
、

明
治
二
十
年
、
肱
北
小
学
校
(
肱
私
立
水
泳
場
を
開
設
し
た
。
さ
らさだ

川
橋
た
も
と
)
の
校
長
に
招
喚
さ
に
同
十
七
年
に
は
旧
藩
主
久
松
定

ふ
み

れ
、
神
伝
主
馬
流
師
範
と
し
て
も
護
の
臨
場
を
得
、

七
十
円
の
寄
贈

一
家
を
な
し
て
い
た
。
し
か
し
聞
を
受
け
、
さ
ら
に
有
志
の
寄
付
を

も
な
く
県
外
へ
、
明
治
=
一
十
三
年
募
り
近
辺
の
土
地
を
買
い
増
し
し

に
喜
多
小
校
長
と
し
て
帰
郷
し
て
、
建
物
等
の
設
備
を
整
え
た
。

た
。
翌
三
十
四
年
か
ら
は
旧
制
大

【「
神
伝
流
水
泳
術
」
参
照
】

洲
中
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
明
治

(
文
責
井
手

時

四
同

4
乙
)

一ーーー 13



広縄おおザ

お知らせ

2∞510月号

『閣o枇ヲzスティバ刷岡白
平成17年度健康・文化フェスティバルが次のと

おり開催されます。

健康づくり講演会・健康相談・介護用品展示会・

文化協会発表会・小中学生、趣味の作品展示・も

ちまき ・バザー ・農林機械展示即売・青空市など

予定していますので、皆さんぜひお越しください。

調査票の記入Itお済みですか?

時日

010月1日現在で平成17年国勢調査が行われています。

339-2111 

0国勢調査は日本|こ住んでいるすべての人ガ対象となります。

010月上旬|こ、国勢調査員ガ、皆さんのお宅ヘ調査票を受け

取りlこうかがいます。

0国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があ

り、調査内容の秘密は保護されます。

法務局では、行政サー ビス向上の一環として、

法務局職員や人権擁護委員が、登記申請、相続、

人権相談などについて相談を受付けます。相談は、

無料で秘密は固く守ります。

大洲支局

。 調査票ガ届いていないときは、本庁電算課ヘご連絡ください。

時日
。日l-1ipB~~1
平成17年10月 1日(土)

ム
国
え
gnψ
烏
B
14-一一一

-
ヨ
藤
家
は
、

-
E
水
上
城
主
と
し
て

現
在
の
長
浜
町
出
海

に
居
を
構
え
、
江
戸
期

」

に
は
庄
屋
を
任
さ
れ

や

J

た
旧
家
で
す
。
兵
藤
家

¥

説

住
宅
は
、
江
戸
末
期
頃

九

回

か
ら

明
治
初
期
に
建

網
-
鯨
造
さ
れ
た
も
の
で
、
重

九

吋

厚
感
あ
る
土
塀
に
囲

1

4

ま
れ
た
建
物
が
風
格

を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

建
物
内
の
式
台
や
座

敷
飾
り
な
ど
当
家
の

格
式
を
今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

大
洲
市
に
は
、
長
浜
大
橋
や
小
薮
温
泉
な
ど

6
件
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

4
件
が
追
加
登
録
さ
れ
、
全

体
で
叩
件
と
な
り
ま
し
た
。

存
す
る
制
度
で
、
登
録
の
基
準
と
し

て
、
築
印
年
以
上
経
過
し
て
い
る
建

造
物
で
、
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄

与
し
て
い
る
も
の
、
再
現
す
る
こ
と

が
容
易
で
な
い
も
の
、
造
形
の
規
範

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

兵
藤
家
住
宅
主
屋
・
土
蔵
・

門

・

外
塀
(
大
洲
市
長
浜
町
出
海
)
の

4

件
が
、

7
月
ロ
日
付
け
で
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

10月16日日)

午前 9時~午後4時

会場 大洲市役所河辺支所周辺

問い合わせ先

大洲市役所河辺支所

10月23日(日)

午前10時~午後3時

会場 大洲市総合福祉センター l階

問い合わせ先

松山地方法務局

宮 24-4155

'

'
化
財
登
録
制
度
は
、
文
化
財
を

E
E
資
産
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
保

中
世
の



広繍おおぜ 2∞510月号

連載シリーズl

10月1日から本人確認の書類が必要です。

近年、第三者が本人になりすまして住民異動屈を行
ない、不正な印鑑登録や国民健康保険への加入を行っ
た後に、その証明書を悪用するといった事件が発生し
ています。

その対応策として、大洲市では市役所(支所・連絡
所等を含む)へ届出に来られる方(届出人本人または
代理人)の本人確認を平成17年10月 1日から実施する
ことになりました。
窓口で手続きをする皆さんにはお手数をおかけする

ことになりますが、ご理解とご協力をお願いします。

E亙E謂圏曙百軒罰E園

転入届・転居届・転出届・世帯変更届

届出をされる人について、運転免許証・旅券(パ
スポート)住民基本台帳カード等 官公署発行の
顔写真が貼付された証明書またはその他市長が適
当と認める書類(療育手帳、健康保険被保険者証
など)で本人であることを確認します。

※本人確認ができなかった場合には、届出入本人に
対して届出があったことを郵送でお知らせします。

E3盟I~!言論統晶曹長司

っ
か
ま
え
た
の
は
奥
島
広

幸
さ
ん
家
族
(
徳
森
)
で
す
。

8
月
9
日
午
後
3
時
頃
、
小

田
川
(
成
能
)
で
川
魚
な
ど

~ 

?干

なお、この本人確認の取扱いについてはすべての
市区町村で実施することになっています。

(内線 117)
(内線 30)
(内線 222)
(内線 125)

【問い合わせ先】

本庁市民課 B 24 -2111 
長浜支所市民福祉課 B52-1111 
肱川支所 " B 34 -23日
河辺支所 H 包 39-2111 

を
採
っ
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
水

中
に
大
き
な
エ
ビ
が
い
る
の
を
発
見

し
、
す
ぐ
に
ア
ミ
で
す
く
い
上
げ
ま

し
た
。
全
長

n
mほ
ど
に
も
な
る
テ

い
っ
せ
い

菱
ナ
ガ
エ
ビ
を
手
に
し
た

一
世
君
(
平

時

小

6
)
は
、
「
こ
ん
な
に
大
き
な
の

ー

を
見
た
の
は
初
め
て
。
家
に
持
ち
帰

。力

り
、
飼
っ
て
み
た
い
」
と
目
を
輝
か

テ

せ
て
い
ま
し
た
。

同
市
農
林
水
産
課
か
ら
報
告
を
受
け

ペペ》引
た
県
中
予
水
産
試
験
場
職
員
の
清
水

保
さ
ん
は
、
「
テ
ナ
ガ
エ
ビ
は
、
北
海

酬
道
を
除
く
日
本
全
域
の
川
や
沼
な
ど

紅
で
生
息
し
て
い
る
。
下
流
域
ほ
ど
大

爪
き
な
も
の
が
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い

山
が
、
今
回
の
よ
う
に
中
流
域
で
こ
れ

傾
ほ
ど
大
き
な
も
の
が
み
つ
か
る
の
は

企
め
ず
ら
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

家
族
と
ス
ー
パ
ー
に
行

っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

「
当
庖
で
は
、
お
体
に
障
害
の

あ
る
方
の
た
め
に
駐
車
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
許
可
証
の

な
い
方
で
車
を
駐
車
し
て
お
ら
れ

る
方
は
、
車
の
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
い
う
庖
内
放
送
が
流
れ

ま
し
た
。

障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
、
た
い
て
い
入
り
口

近
く
に
あ
り
、
車
イ
ス
な
ど
で
乗

降
し
や
す
い
よ
う
、
広
い
ス
ペ
ー

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、

元
気
そ
う
な
人
が
、
堂
々
と
駐
車

し
て
い
る
様
子
を
見
か
け
、
エ

ッ
?
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
障
害
の
な
い
人
だ
と
し
た

ら
、
そ
う
い
う
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

意
味
を
知
ら
な
い
か
、
あ
る
い
は
、

う
っ
か
り
し
て
気
づ
か
な
か

っ
た

人
で
し
ょ
う
か
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
誰

も
が
住
み
よ
い
世
の
中
に
す
る
た

め
に
施
設
や
商
品
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
知
恵
や
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
段

差
の
少
な
い
歩
道
、
階
段
の
ス
ロ

ー
プ
、
誘
導
す
る
た
め
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど
は
ご
存
知
の
こ
と
で

し
ょ
う
。

シ
ャ
ン
プ
ー
や
リ
ン
ス
は
同
じ

形
の
容
器
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

う
っ
か
り
す
る
と
間
違
っ
て
し
ま

，A
権
・
筒
和
教
室
筒
シ
リ
E
ズ

No.9 

と
宅
巴
生
き
る
ま
ち
づ
く
り

い
ま
す
。
目
が
不
自
由
な
人
な
ら

な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
に
は
、
容
器

の
側
面
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
付
い
て
い

ま
す
。
リ
ン
ス
の
方
に
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
触
っ
た
だ
け
で
、
す

ぐ
に
ど
ち
ら
か
分
か
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
簡
単
な
イ
ス
に
も

な
る
「
買
い
物
カ

l
」
、
弱
い
力

で
も
楽
に
書
け
る

「ら
く
ら
く
べ

ン
」
誰
に
で
も
簡
単
な
「
携
帯
電

話
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
者
や
障
害

し
よ
う

へ
き

者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
障
壁
を
取

り
除
く
バ
リ
ア
フ
リ
!
の
考
え
か

ら
、
す
べ
て
の
人
が
使
い
や
す
い

よ
う
に
、
初
め
か
ら
物
作
り
を
し

て
い
く
の
が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
」
(
U
D
、
共
用
品
)
の

考
え
方
で
す
。

「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

の
広
が
り
は
、
さ
ら
に
暮
ら
し
ゃ

す
く
住
み
よ
い
、
人
権
の
守
ら
れ

た
明
る
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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霊安芝~

8月13、14の両日青島で、県指定無形民俗文化財

「青畠の盆踊り」が行われまし疋。

13日には長浜中学生、 14日には自治会の有志が

参加して、島民や帰省害と共に、勇壮優美な衣装に

身をつつみ、魚の供養と大漁祈願を「賎ケ岳七本槍J

のにぎやかな「大漁踊り」にま疋死者の霊を慰める

「亡者踊り」にと踊りの輸を広げました。

「かわぺふるさと祭りJが8月14日(日)、j司辺ふる

さと公園で開催されました。JCレンジャーショー・

粟津祇園太鼓・のど自慢大会・納涼盆おどり大会・

杉田真由美歌謡ショーなど、夏の一夜を帰省害5と

とち!こ楽しみましだ。

最後は花火大会でしめくくり、山間部にこだます

る大き芯音と、真上に上がる美しい花火に歓声がよ

がりました。

第18回よ須戒梨生産組合開園式が、 8月2日(火)、
一の瀬梨団地 (上須戒)で開催されました。開園式

では、上須戒保育所、上須戒小学校の児童たちが梨
狩りを体験し、摘み取っ疋みずみずしい梨在日いっ

ぱいに実頁張っていまし疋。
開園期間 10月 1 日 ~ 10月中旬 ・ 午前 9 時~午後 5 時
入園料 大人 (中学生以上)600円

子供(小学生以上) 400円
3歳以上 200円

問い合わぜ先
愛媛たいき農協上須戒支所

826-0021 (日・祭日休み)

本庁商工観光課
824-2111 (内線536)

8月6日(土)、鹿野川夏まつりが開催されました。

町内は色鮮やかな笹飾りで彩られ、お祭りムードを

盛り上げていました。竹筒を流れるそうめん流し、

金魚、すくい、輪投げなどの露巴が軒在連ね、訪れだ

人だち古楽しんでいまし疋。まだ、特設ステージで

はカラオケ大会古開催され、町内外から参加した人

疋ちは自慢ののどを披露していましだ。
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広縄おおず 2∞510月号

連載シリーズ

:r ，，( "，( ... ( ，，( .:t ，，( ，，( ，，} ，，} .4 :t :r :.r土:r;d

~踊lI"t~'"Vol. 9 :r 
J 男女共同参画をはじめ様々なことにつ J

J いて学ぶ 「おおず女性塾jの開塾式が8 :r 
イ月4日、大洲市役所で開催されました。

，.f 

J 

-J

‘〆A
t
J
1
J

J 

，.f 

J 開塾式とともに開催された第 1回学習会では、大 J 

洲市の首藤馨助役が講師を務め、塾生に大洲市の現
J 状などを説明しました。 ，.f

~( 

ぷ 合併後の大洲市の主要施策を中心に、福祉・観光・ ぷ

~'( 商業・教育・農業などあらゆる分野における今後の 土

， まちづくり方針や現在の財政状況などについて語る ， 

; 首藤助役の話に塾生は熱心に耳を傾けていました。 '(

止 また、平成17年度の活動計画などについて協議し、 々

々 塾生たちはこれか ら2年間、 郷土についての学習や J 
J 先進地視察などを積極的に取り入れながら、男女共 土

同参画について学んでいく ことにしています。
，.f ，.f 

:.r .:t ... r ".(々 々々 々々 ぷ々々 々々 々々々々 々)I:.r-:7.:r.:r 々々々々))).:r 

辺康禁輸@悶劉蹄~
地震国日本一地震は、いつ・どこで起こるか分か

りません。一瞬にして起こる地震に備えて、定期的
に家族そろって地震対策について話し合い、万一の
場合の行動について考えておきましょう。地震で一
番恐ろしいのは火災です。

「グラッ ときたら火の始末!Jが地震防災の大原
則です。

」

J 

~( 

‘J

‘〆パ

‘J

tJ

-・尻~謝罪a・. .::1む季ヨ・

-地震が起きたら、家族みんなが「火を消せJと声を出す。
(その習慣をつけておくようにする)

・その気持ちを持ち続けて、大揺れがしずまったら「火

の始末jの行動を開始する。
-r
川
、J

、J

，a・42聖~rv事(í)l:.~三少~~事温

-火の元を全て点検する。
-プロパンガスのガス漏れはない
か入念に確認する。

-ガス漏れを用心して、安全確認
までたばこなど火は使わない。，.f 

-R・・~ib~ì.f~;圃圃圃圃圃圃圃

-もし、出火があれば消火にかけつける 0

・また、 119番通報も忘れずにおこなう。

安 どちらが先か救出と消火食
-幼児が家具の下敷きになっている、あるいは大け
がをしている者がいる。一方、 出火に気づいた。
火事!こんなときは、救出救護より消火を優先する0

.大声で近所などに知 らせて応援を求めながら消火
にあたる。

-・E・-ー"".if冨l=i局員Iff.Æ~監t.・E・・E・-

( 相談ごと案内 )

圃圃圃圃...1"1ヨ園田Ei!1白隠翠同鼠1'.諸国島園E藷話帳ーーーー
大洲地区

日時 10月14日樹午前10時~正午
場所 八多喜公民館

日時 10月20日同 午前10時~正午
場所 市役所3階会議室

問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 窓24-4155

大洲地区

日時 月~金午前 8時30分~午後 5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 大洲市大洲隣保館・大洲市大洲福祉会館

問い合わせ先 824-6100(大洲市大洲隣保館)
825-0947 (大洲市大洲福祉会館)

問い合わせ先 長浜社会福祉協議会 852-1111

肱川地区
日時 10月5日附午後 1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館 2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区
日時 10月11日制午前9時~正午
場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先河辺支所 839-2111

ーーーーー・...1"1童話日義筆建言E胸隈電諸説草書11:較ーーーーーー圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 語気問自j:務ーーーーーーーーーーーー

ーーーーーーーーーー・6珂F司品m11;殿ーーーーーーーーーーー
大洲会場

日時 10月5日制・ 14日樹・25日例
午前10時~午後 3時30分

場所 大洲商工会議所

長浜会場

日時 10月11日制午前10時~午後 3時30分
10月20日同午後 1時~午後 3時30分

場所 長浜町商工会

問い合わせ先 松山西社会保険事務所B089・925-5105

日時 毎週月・水・金曜日(休日除く)

午前 9時~午後 4時
場所 法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 

ーーーーーーーー-函暗記局罰論E貨当・ーーーーーーーーー
大洲地区
日時 10月21日樹午前9時~正午
場所 市役所3階会議室
問い合わせ先 824-5072 (山本)824・4294(辻)
長浜地区
日時 10月28日国午後9時~午後 3時
場所 長浜体育館和室

問い合わせ先 長浜支所 852-1111

肱川地区

日時 10月5日ω午前 1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館 2階青年室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311

河辺地区
日時 10月11目的 午 前10時~正午
場所 河辺老人福祉センタ
問い合わせ先 河辺支所 839-2111

日時 月~金午前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所 市役所社会福祉課
問い合わせ先 824-2111 (内線186)

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園面三 軍星2重j:属加-----_.
日時 月~金 午 前8時30分~午後 5時15分

祝日・年末年始を除く
場所 青少年センター

問い合わせ先 824-7830 
-・・・・・・・・・・1品耳慣.喧ill:a勝ーーーーーーーーーーー
大洲地区

日時 般相談毎週月-水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

時間 午前10時~正午、午後 1時~午後 4時
※祝日・年末年始を除〈

場所 総合福祉センター(相談室直通) 823・5629

問い合わせ先 総合福祉センター 1階社会福祉 日時 10月15日同午前 9時~午後 4時
協議会窓口 823-0313 場所 宅建協会大洲支部

問い合わせ先 債)上回喜六不動産 824-4452 

圃圃圃圃圃圃圃園田理1i1i吉区錨院l:II~j:厩這言婦同・・・・・・・・

日時 月~木午前8時30分~午後 5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 国立大洲青年の家
問い合わせ先 824-1414 

一一一一ー国四百減量E出勤ーーーーー

長浜地区

日時 10月28日働午前9時~午後3時
場所 長浜体育館和室
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広報おおず

くらしの情報

200510月号

852-3055 (長浜地区)

839-2111 (河辺地区)

長浜保健センター

河辺保健センター保健センヲー情報大洲市保健センタ-823-0310 (大洲地区)

肱川保健センタ- 834-2340 (肱川地区)

宣室盈
母子健康手帳アンケー卜， パスタオル

母子健康手帳アンケ トー歯ブラシ

母子健康手帳アンケート 歯ブラシ

盆~
大洲長浜地区

mP<l金主主
市内全域

10月の各種検診(鍵診)
(手凶力児関係)

事業名 | 実施日 | 受付時間 | 場所 | 該当者

4ヶ月児健康診査 110月 4日以:) I 平成17年5月生まれ
1歳 6ヶ月児健康診査 110月18日附|午後 1時~午後 1時30分 |大洲市保健センター |平成16年3月生まれ

3歳児健康診査 110月25日附平成14年9月生まれ

〈成人関係)

事業名 実施日 受付時間 場所 該当者 対象 料金

10月 5日(水)午前8時30分~午前11時30分
10月 6日(木)(ただし、胃がんと大腸がん検 新谷連絡所

生活習慣病検診は
大洲(新谷)

生活習慣病検診無料10月 7日陰)診は午前B詩から受付します。)
生活習慣病検診 10月13日(柄 櫛生福祉センタ 30歳以上の男性 長浜(櫛生・須沢)結核検診:無料
結核検診肺がん検診

10月14日陰) 豊茂公民館
19歳以上の女性

長浜(豊茂)
肺がん検診 100円

大腸がん検診 肺 胃・大腸がん検診は (P.客疾検査 500円)
胃がん検診 10月17日開)午前B時30分~午前11時30分 柴小学校

40歳以上の人 長浜(柴) 大腸がん検診， 500円
10月25日(火) 大和公民館 結核検診は65歳以上の人 長浜(大和) 胃がん検診 900円
10月26日や刈 j中浦公民館 長浜(沖浦)

10月28日陰i午削 9時午後11時 j可辺老人福祉センタ ;可ill

10513日国 大洲市民会舘 大洲(肱南)
1O}114日

乳がん検診
10月20日(木) 基幹集洛センター 大洲(蔵}!I)

10月21日(創 午前8時30分~午後 4時 大川連絡所 40歳以上の女性 大洲(大}!I) 乳がん検診 1，000円
(マンモグラフィ)

10月26自体) 一善連絡所 大別1(ー善)

10 月月 27 日日((木創) 菅国連絡所 大別1(菅田)
10}128 

10月 4日伏) 八多喜連絡所 大洲(八多喜)

10月月月 12 日日陰((水木)) ) 
大洲(五郎)

1O}113 大洲市保健センター 大洲(市木田口)
1O}114日 大洲(中村)

子宮がん検診 10月月 18日日伏(羽) 午後 1時~午後 1時30分
平野連絡所

20歳以上の女性
大洲(平野)

子宮がん検診 700円
1O}119 

10 月月月 25 日b((3木Mk ) ) 
大洲(肱川日の出)

10}126日 大洲市保健センター 大洲(常磐・新町)
10}127日 大洲(若宮)

着

図書揺陪報
s 24-4419 

s 52-1111 

s 34-2307 

寿日

図書館(大内)

長浜図書館

肱川図書館

図
書
館
(
大
洲
)

※主な検診(健診)を掲載しています。ほかの保健行事につきましては、各地区の「保健だよりJをご覧下さい。

同
日
生
涯
学
習
議
座

文
学
講
座

「
し
ら
雲
ゆ
き
て
や
ま
ず
」

講
師
佑
川
敬
先
生

期
日
刊
月
初
日
嗣

時

間

午

前

9
時
担
分
1

午
前
日
時
必
分

図
書
館
(
大
洲
)
4
階

場
所

新
着
図
書
窯
内

図
書
館
(
大
洲
)

赤
ち
ゃ
ん
わ
く
わ
く
絵
本
箱
宮
崎
清
著

あ

き

ら

め

力

斎

藤

茂

太

著

悩
み
解
決
「
明
快
」
答
佐
藤
康
行
著

上
司
に

つ
け
る
ク
ス
リ
本
固
有
明
著

薩

摩

維

新

秘

録

矢

野

宏

治

著

原

爆

体

験

演

谷

正

晴

著

自
民
党
を
壊
し
た
男
小
泉
政
権
一
五

0
0

日

の

真

実

読

売

新

聞

政

治

部

老
い
た
親
が
「
ひ
と
り
」
に
な
っ
た
と
き

河
合
千
恵
子
著

小
学
校
で
の
英
語
教
育
は
必
要
な
い
1

大
津
由
紀
雄
編
著

お
母
さ
ん
は
し
つ
け
を
し
な
い
で

長
谷
川
博
一
著

子
供
た
ち
怒
る
怒
る
怒
る
佐
藤
智
哉
著

自
分
で
で
き
る
ト
叩
万
円
で
劇
的
リ
フ
ォ

ー
ム

学
習
研
究
社

フ
リ
l
ジ
ン
グ
お
か
ず
百
科
学
習
研
究
社

や

さ

し

い

小

物

陶

芸

関

田

寿

子

著

花

ま

ん

ま

朱

川

湊

人

著

土

の

中

の

子

供

中

村

文

則

著

孤

宿

の

人

上

・

下

宮

部

み

ゆ

き

著

先

達

の

御

意

見

酒

井

順

子

著

地
上
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス

S
・
デ
ユ
ナ
ン
ト
著

囚
わ
れ
の
少
女
ジ
エ

l
ン

ジ
ェ

l
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト
著

ヘ
新
着
本
は
、

9
月
始
め
に
ま
と
め
て
新
着
J

/

コ

ー

ナ

ー

に

出

し

ま

す

』

長
浜
図
書
館

娘

に

語

る

祖

国

っ

か

こ

う

へ

い

著

最

後

に

咲

く

花

片

山

恭

一

著

半

島

を

出

よ

上

・

下

村

上

龍

著

幸

福

な

食

卓

瀬

尾

ま

い

こ

著

シ

リ

ウ

ス

の

道

藤

原

伊

織

著

銭

売

り

養

蔵

山

本

一

力

著

絶
海
に
あ
ら
ず
上
・
下
北
方
謙
三
著

義

経

|

後

編

|

N

H
K
出
版
編

介
護
上
手
の
胸
の
内
広
瀬
久
美
子
著

検
査
・
検
査
値
早
引
き
辞
典
森
三
樹
雄
著

長

寿

と

遺

伝

子

白

樺

卓

二

著

ホ
ン
ト
に
患
者
さ
ん
中
心
に
し
た
ら
病
院

は

こ

う

な

っ

た

瀬

戸

山

元

一

著

最
新
サ
プ
リ
メ
ン
ト
か
ん
た
ん
辞
典

蒲

原

聖

著

日

本

の

力

石

原

慎

太

郎

ほ

か

著

未
来
を
ひ
ら
く
歴
史

日
中
韓
3
国
共
通
歴
史
教
材
委
員
会
著

ニ
ッ
ポ
ン
の
職
業
・
し
ご
と
全
ガ
イ
ド

自
由
国
民
社
編

使
え
る
英
会
語
ひ
と
こ
と
フ
レ
ー
ズ

三
修
社
編
集
部
編

頭
が
い
い
人
、
悪
い
人
の
〈
言
い
訳
〉
術

樋
口
裕
一
著

子
ど
も
の
世
話
に
な
ら
ず
に
死
ぬ
方
法

俵

萌

子

著

マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
ー
そ
の
ま
え
に

知

っ

て

お

き

た

い

切

の

な

る

ほ

ど

子
育
て
ネ
ッ
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
研
究
会
著

最
強
の
資
格
選
び

1

0

0

T

A

C
資
格

研
究
会
編

「
乗
り
物
酔
い
」
撃
退
ブ
ッ
ク

坂
田
英
治
・
坂
田
英
明
著

ハ
ッ
ピ
ー
!
人
は
い
つ
で
も
や
り
直
せ
る

中
井
俊
巳
著

写
説
「
坂
の
上
の
雲
」
を
行
く

太
平
洋
戦
争
研
究
会
著

砂
漠
の
囚
わ
れ
人
マ
リ
カ

マ
リ
カ
・
ウ
ル
フ
ル
著

本
当
は
恐
ろ
し
い
グ
リ
ム
童
話
D
e
l
u

x
e

桐

生

操

著

ず
っ
と
過
ご
し
た
く
な
る
ナ
チ
ユ
ラ
ル
ガ

ー

デ

ン

実

例

集

主

婦

の

友

社

編

ぜ
ん
ぶ
わ
か
る
東
京
の
電
車
も
の
し
り
ず

か

ん

中

井

精

也

・

山

崎

友

也

著

カ
ブ
ト
ム
シ
と
ク
ワ
ガ
タ
見
つ
け
る
・
育

て
る

・
観

察

す

る

高

家

博

成

監

修

18一一一一

肱
川
図
書
館

あ

お

い

西

加

奈

子

著

海

辺

の

カ

フ

カ

村

上

春

樹

著

ハ
ー
ド
ル
2

青
木
和
雄
著

あ

な

た

へ

河

崎

愛

美

著

ハ
ッ
ピ
ー
バ
1
ス
デ

l

青
木
和
維
著

い
の
ち
の
ハ
ー
ド
ル

木

藤

潮

香

著

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ
い敷

村
良
子
著

そ
ん
な
言
い
方
な
い
だ
ろ
う梶

原
し
げ
る
著

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
ち
ゃ
ん真

珠
ま
り
こ
著

上
・
下

ち
び
く
ろ
・
さ
ん
ぽ

ヘ
レ
ン
・
バ
ン
ナ

l
マ
ン
著

見
え
な
く
て
も
だ
い
じ
よ
う
ぶ
?

フ
ァ
イ
ニ
ク
作

ダ
1

リ
ン
の
頭
ン
中
小
栗
左
多
里
著

小

判

商

人

平

岩

弓

校

箸

へ

ん

ろ

隻

茶

羅

早

坂

暁

著

姓

の

暗

号

樹

門

幸

宰

著

ほ

ん

と

う

の

敬

語

萩

野

貞

樹

著

敬
語
ス
タ
デ
ィ
実
技
編
尾
崎
左
永
子
著

古

道

具

中

野

商

唐

川

上

弘

美

著

勇
気
が
わ
い
て
く
る
世
界
の
名
言

名
言
発
掘
研
究
会
編

ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

黒
古
一
夫
ほ
か
編

【
休
館
日
】

毎
週
月
曜
日
・
日
月
日
日
・
叩
日



広帽おおず 2∞510月号

相
の
知
ら
哲

調

停

中目

三喧

ロ出

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・

公
害
・
家
庭
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

叩
月
2
日
(
日
)

午
前
日
時

1
午
後
4
時

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

-
階
会
議
室

無

料

場
所

費
用

無
料
司
法
書
士
法
律
相
談
所
の
開
設

くらしの情報

愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
愛
媛
県

行
政
書
士
会
、
愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査

土
会
、
松
山
公
証
人
会
共
催
で
法
の
日

の
週
間
行
事
と
し
て
無
料
司
法
書
士
法

律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
内
容

は
、
不
動
産
の
相
続
、
売
買
な
ど
の
登

記
に
関
す
る
も
の
供
託
の
手
続
き
に
関

す
る
も
の
、
訴
訟
手
続
き
(
書
類
作
成

な
ど
)
に
関
す
る
も
の
、
公
正
証
書
、

諸
官
庁
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど

を
中
心
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

印
月
1
日
(
土
)

午
前
日
時
1
午
後
3
時

場
所

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
司
法
書
士
会
大
洲
支
部

8
@
2
2
6
1
 

大

事

な

契

約

や

遺

言

な

ど

は

公

正

証

書

に

日
月
1
日
か
ら
7
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依

頼
に
よ
り
金
銭
の
貸
借
、
不
動
産
の
売

買
・
賃
貸
、
損
害
賠
償
や
慰
謝
料
の
支

払
い
な
ど
各
種
の
契
約
書
(
公
正
証
書
)

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書
に
は
、

判
決
書
と
同
様
に
、
差
し
押
さ
え
や
取

立
て
の
効
力
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
も

公
正
役
場
で
作
成
し
て
お
く
と
、
家
庭

裁
判
所
の
検
認
と
い
う
手
続
を
受
け
る

こ
と
な
く
効
力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
会
社
の
設
立
の
た
め
の
定
款

や
私
署
証
書
の
認
証
、
確
定
日
付
の
付

与
な
ど
の
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
証
役
場
で
は
、
い
つ
で
も
公
正
証

書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
お

り
、
相
談
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
公
証
役
場
(
八
幡
浜
市
広
瀬
)

8
0
8
9
4
@
2
0
7
0
 

小
児
科
1
日
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

愛
媛
県
小
児
科
医
会
で
は
、
毎
年

叩
月
第

2
週
の
「
子
ど
も
の
健
康
週

間
」
に
ち
な
ん
で
、
小
児
科
医
が
お

子
さ
ん
の
体
や
こ
こ

ろ
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時

叩
月
2
日
(
日
)

午
前
叩
時

1
午
後
3
時

直
通
電
話
(当
日
の
み
の
専
用
)

8
0
8
9
・9
1
5
・7
7
0
0

相
談
料

無

料

合

同

追

悼

式

の

開

催

平
成
口
年
度
大
淵
市
戦
没
者
・
消

防
及
び
公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

凶
月
凶
日
(
金
)
午
前
叩
時
1

場
所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

新
市
と
な
っ
て
初
め
て
の
合
同
追

悼
式
で
す
。
参
列
を
希
望
す
る
人
は

お
近
く
の
遺
族
会
役
員
、
ま
た
は
、

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

g
@
2
1
1
1
(内
線
1
7
7
)

お

詩

び

と

訂

正

昨
年
発
行
し
ま
し
た
「
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
だ
よ
り
第
ロ
号
」
の
新
市

の
施
設
名
称
中

「
大
洲
市
立
久
米
公
民

館
」
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
ま
す
。

大
洲
市
立
久
米
公
民
館
包
@
3
5
2
7

広
報
お
お
ず

8
月
号

6
ペ
ー
ジ、

「
新
谷
公
益
会
表
彰
」
の
受
賞
者
(
写

真
)
の
「
代
表
理
事
高
橋
清
」
は
、
「
代

表
理
事
高
橋
深
」
の
誤
り
で
し
た
。

同
じ
く

8
月
号
叩
ペ

l
ジ
、
「
長
浜

都
市
計
画
用
途
地
域
(
素
案
)
概
要

図
」
凡
例
中
の
商
業
地
域
の
容
積
率

「2
0
0
%
」
は
「
4
0
0
%
」
の
誤

り
で
し
た
」
。

お
詰
び
し
て
、

訂
正
し
ま
す
。

…

秋
の
風
物
詩
「
い
も
た
き
」
の
始

…
ま
り
で
す
。
今
年
か
ら
は
、
大
洲
城

…
が
見
え
る
肱
北
地
区
の
河
原
で
も
、

…
い
も
た
き
を
楽
し
め
る
こ
と
に
な
り

…
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

目
さ
れ
た
お
城
を
眺
め
な
が
ら
、

鍋
を

日
囲
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
。

編

集

後

記

l 救急当番病院 I

木

曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲 )
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大洲記念病院(徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院(東大洲)
ft 24 -4551 

宮)

森)

院(若

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

7)< 

ー・=1::..古'*~Fl臼・・
宮)

宮)

菊原 外 科 医 院 ( 若
宮 24-4646 

石村整形外科医院(若
宮 23-5767 

清水循環器科内科(長
包 52一2883

ごうお小児科医院(西大洲)
ft 24 -3936 

村 上 医
ft 24 -2346 

久保内科循環器科(新
ft 25 -0158 

浜)

院(常磐町)

谷)

10月 2日(日)

10月9日(日)

10月10日(月)

10月16日目)

10月23日(日)

今月の納期

市県 民 税 (3期}

国民健康保険税 (4期}

介護保険料 (4期)

納期限は10月31日です。
10月30日(日)

平成17年度税金なとの納期一覧

税 月IJ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市 県 民 税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定 資 産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料(9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

8月末
昨年同期

現在

件 数 216 203 

負傷者 289 267 

死 者 3 4 
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《投票できる人》
.年齢 日本国民たる満20年以上の人。

(昭和60年10月3日以前に生まれた人)

。住所

引き続き 3ヶ月以上大洲市に住所を有し、住民基本台

帳に記録されている人。

《選挙区(区域)と議員定数》
.第 1選挙区(旧大洲市の区域) 18人

.第 2選挙区(旧長浜町の区域) 7人

.第3選挙区(旧肱川町の区域) 3人

.第4選挙区(旧河辺村の区域) 2人

行こう! 行こう! 選挙に行こう!

大洲の野鳥 NO.9

《選挙の日程》
.投票日 10月2日旧)午前 7時から午後8時まで

※肱川第 6 (中津集会所)は 1時間繰り上げて午後 7
時に閉鎖します0

.告示日 9月25日(日)

.期日前投票期間・場所
9月26日目)から 10月1日仕)まで
午前 8時30分から午後 8時まで

※ご自分の選挙区以外の期目前投票所では投票できま
せんのでご注意ください。
・第 1選挙区(旧大洲市内にお住まいの皆さん)

……市役所 2階大ホール
.第 2選挙区(旧長浜町内にお住まいの皆さん)

……長浜体育館 1階会議室
※青島にお住まいの皆さんは青島コミュニティセ

ンターでも投票できます。
( 9月27日伏)午前 9時~午後 3時のみ。ただし、
悪天候時は翌日。)

.第 3選挙区(旧肱川町内にお住まいの皆さん)
…肱川支所 3階会議室

.第 4選挙区(旧河辺村内にお住まいの皆さん)
…河辺支所 2階会議室

.選挙会(開票)の日時・場所
10月2日(日
.第 1選挙区・…市役所2階大ホール 午後9時30分から
.第 2選挙区…・長浜体育館2階大ホール午後9時00分から
.第 3選挙区・…肱川公民館3階集会室 午後9時00分から
.第4選挙区・…・河辺基幹集落センター 午後9時00分から

O選挙に関するお問い合わせは、市選挙管理委員会へ。
824-2111 (内線329)

ノビタキ(野鶴}スズメ目ツグミ科全長 13cm

この広報おおずが配布されるころ、中部日本以北で子育てを終

え南へ渡る途中、多くの個体が立ち寄ります。スズメより小振りで、

農耕地の杭などの上に止まってフライングキャッチ(虫を捕まえ

て元に戻るしぐさ)をしている姿をよく目にします。

このごろになると、オスの色はメスのような色になり、とても

地味です。わず、かに顔が黒っぽいので見分けができるくらいです。

春、少数が北へ向かうのを見ることが出来ますが、その時はもう

立派な夏羽になっていて、同じ種とは思えないくらいです。

冬、昆虫食の鳥はより虫の多い南へ移動して、春、見虫の大発

生とともに北上します。人間の知らない世界で周囲は毎年ドラマ

が繰り返されています。

NPO法人 かわうそ復活プロジェクト @ 
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口人き動の民市測大

(平成17年 8月31日現在) 面積 432.2knl 
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